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杜

牧

の
散

文

に

つ

い
て

そ
の
思
想
的
基
盤
の
解
明

愛

甲

弘

志

晩
唐
第

一
の
詩
人
と
し
て
そ
の
名
が
高
い
杜
牧
は
、
從
來
、
そ
の
詩
風
よ
り
推
し
て
、
ひ
じ
ょ
う
に
繊
細
な
感

畳
の
持
ち
主
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
彼

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
よ
り
推
し
て
、
風
流
才
子
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
我

々
に
與
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
方
、
杜
牧
の
散
文
に
着
目
し
て
み
る
と
、
そ
う
し
た
彼
の
詩
歌
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
類
推
し
た
杜
牧
像
と
は
、
か

な
り
印
象
の
違

っ
た
人
間
像
が
構
成
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
不
遇
な
杜
牧
の
幼
少
期
に
形
成
さ
れ
た

思
想
の
原
質
と
、
彼
の
散
文
を
支
え
る
思
想
的
基
盤
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
散
文
家
と
し
て
の
杜
牧
の
思
想
の
様
態
が
何
如
な
る
原

理
を
内
包
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

杜
牧

(字
は
牧
之
)
は
、
徳
宗
の
貞
元
十
九
年
癸
未

(
八
〇
三
)、
當
時
、
長
安
都
市
圏

に
あ

っ
た
京
兆
府
萬
年
縣
安
仁
里
で
、
杜
從



郁
の
長
男
と
よ
て
生
ま
れ
た
。
貞
元
十
九
年
と

い
え
ぽ
、
李
白
没
後
四
十

一
年
、
杜
甫
没
後
三
十
三
年
で
、
時
に
韓
愈
は
三
十
五
歳
、

白
居
易

・
劉
禺
錫
は
い
ず
れ
も
三
十

一
歳
、
柳
宗
元
は
三
十
歳
、
元
積
は
二
十
四
歳
、
李
賀

は
十
四
歳
の
年
に
當

た
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
文
學
史
の
上
か
ら
見
る
な
ら
ぽ
、

こ
の
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
中
唐
か
ら
晩
唐

へ
と
文
壇
の
風
潮
が
移
行
し
つ
つ
あ

っ
た
時
期
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
今
、
杜
牧

の
家
系
を
辿

っ
て
み
る
と
、
遠
く
は
前
漢
の
杜
周
、
そ
の
子
延
年
、
後
漢
の
杜
篤
、
西
否

の
杜
預
、
近
く
は
曾

租
父
に
杜
希
望
、
租
父
に
杜
佑
が
お
り
、
杜
氏
は
、
代
々
名
門
の
智
れ
が
高
く
典
型
的
な
門
閥
貴
族
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
な
か
ん
ず

く
曾
租
父
杜
希
望
は
河
西
朧
右
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
租
父
杜
佑
も
司
徒
平
章
事
岐
國
公
と
な
り
、
太
傅
を
贈
ら
れ
た
ほ
ど
の

人
物
で
あ

っ
て
、
杜
牧
を
湖
る
極
め
て
近
い
世
代
ま
で
、
彼
の
家
系
は
高
位
高
官
の
傑
物
を
輩
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
杜

牧

の
幼
少
時
代
は
、
か
な
り
不
遇
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

式
方
…
…
長
慶
二
年
三
月
、
位
に
卒
し
、
禮
部
尚
書
を
贈
ら
る
。
式
方
、
性
孝
友
に
し
て
、
弟
兄
尤
も
睦
じ
。
季
弟
從
郁
、
少
く

し
て
疾
病
多
く
、
式
方
毎
に
躬
自
ら
煎
調
し
、
藥
膳
水
飲
、
式
方
の
手
を
経
る
に
非
ず
ん
ば
、
口
に
入
れ
ず
。
從
郁
夫
喪
す
る
に

及
び
、
終
年
號
泣
し
、
殆
ど
情
に
勝

へ
ず
。
士
友
之
を
多
と
す
。

(『蕾
唐
書
』
巻

一
百
四
十
七

杜
佑
傳
附
杜
式
方
傳
)

從
郁
、
元
和

の
初
め
左
補
闘
と
爲
る
。
崔
璽
等
、
宰
相
の
子
な
る
を
以
て
嫌
と
爲
し
、
再
び
秘
書
丞
に
徒
り
、
駕
部
員
外
郎
に
終

る
。

(『唐
書
』
巻

一
百
六
十
六

杜
佑
傳
附
杜
從
郁
傳
)

こ
の
爾
文
は
、
杜
牧
の
父
從
郁

に
關
す
る
記
事
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
從
郁
は
、
彼
が
左
補
闘
に
な

っ
た

「
元
和
の
初
め
」

(八
〇
六
頃
)
か
ら
、
そ
の
兄
式
方
の
卒
年

に
當
た
る

「
長
慶
二
年

(
入
二
二
)
三
月
」
ま
で
の
間
に
亡
く
な
っ
た

こ
と
が

わ
か
る
。
の

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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み
な
ら
ず
、
杜
牧
の
た

っ
た

一
人
の
同
胞
で
あ
る
弟
杜
顕
に
つ
い
て
、
杜
牧
は
、
そ
の
作

「
唐
故
潅
南
支
使
大
理
詳
事
兼
監
察
御
史
杜

君

(杜
頻
)
墓
誌
銘
」

(
『奨
川
文
集
』
巻
九
)
に
お
い
て

「年
四
十
五
、
大
中
五
年
二
月
二
十
五
日
卒
す
」
と
い
う
。
こ
の
記
事
か
ら
逆

算
す
れ
ば
、
弟
杜
顕
の
生
年
は
元
和
二
年

(八
〇
七
)
と
な
り
、

こ
の
年

に
は
、
恐
ら
く
、
父
從
郁
は
ま
だ
存

命
中
で
あ

っ
た
は
ず
で

あ
る
。
從

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
史
實
よ
り
推
せ
ば
、
杜
牧

の
父
從
郁

の
亡

く
な

っ
た
時
期
は
、
少

な
く
と

も

元
和
二
年

(八
0
七
)

以
後
、
長
慶
二
年

(八
二
二
)
に
至
る
ま
で
の
間
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
杜
牧
が
五
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
期

間
と
な
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
期
間
を
絞

っ
て
父
從
郁
の
卒
年
を
推
定
す
れ
ば
、
杜
牧
四
十
九
歳
の
時
に
作

っ
た

「
宰
相
に
上
り
て
湖
州
を

求
む
る
の
第
二
啓
」

に
は
、
自
分
の
幼
少
時
代
の
生
活
状
態
に
鰯
れ
て
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

某
啓
す
。
某
幼
く
し
て
孤
貧
。
安
仁
の
奮
第
は
開
元
の
末
に
置
く
も
、
某
に
は
屋
三
十
間
有
る
の
み
。
去
る
元
和
の
末
、
息
銭
を

酬
償
し
て
、
他
人
の
有
と
爲
り
、
此
に
因
り
て
移
り
去
る
。
八
年
の
中
に
、
凡
そ
十
た
び
其
の
居
を
徒
り
、
奴
碑
寒
餓
し
、
衰
老

な
る
者
は
死
し
、
少
肚
な
る
者
は
當
面
に
逃
げ
去
る
も
、
呵
め
制
す
る
能
は
ず
。

一
竪
有
り
、
懸
懸
と
し
て
欄
嘆
し
、
百
巻
の
書

を
翠
げ
て
随

へ
ば
之
を
養
ふ
。
奔
走
困
苦
す
る
も
、
容
庇
せ
ら
る
る
所
無
く
、
延
福
の
私
廟
に
蹄
死
せ
ん
と

よ
、
献
壌
せ
る
を
支

柱
し
て
之

に
虚
る
。
長
兄
は
臨
を
以
て
、
親
蕾
に
遊
り
巧
ひ
、
某
と
弟
の
顎
と
は
、
野
の
窩
萱
を
食

み
、
寒

き
と
き

も
夜
燭
無

く
、
獣
し
て
記
す
る
所
者
凡
そ
三
周
歳
、
知
己
に
遭
遇
し
、
各
ミ
及
第
し
て
官
を
得
た
り
。

(『奨
川
文
集
』
巻
十
六
)

こ
の
啓
は
、
杜
牧
が
家
庭
の
貧
困
を
理
由
に
湖
州
刺
史
に
な
ら
ん
こ
と
を
求
め
た
請
願
書
で
あ
る
。
文
中
に
は
、
か
な
り
誇
張
も
あ

る
よ
う
だ
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
元
和

の
末

(八
二
〇
頃
)
か
ら
、
杜
牧
が
科
畢

の
試
験
に
合
格
す
る
大
和
二
年

(
八
二
八
)
ま
で
の

八
年
間
、
か
な
り
の
貧
困
状
態
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
杜
牧
の
父
從
郁
は
、
元
和
十
五
年

23



(
八
二
〇
)
頃
、
つ
ま
り
、
杜
牧
十
八
歳

の
頃

に
亡
く
な

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
て
、
ま
だ
年
若

い
杜
牧

の
境
涯
に
は
、
父
の
早
世
と
い
う
悲
運
の
他
に
、
さ
ら
に
弟
杜
顕
の
眼
疾
と
い
う
不
幸
ま
で
も
重
な

っ
て

い
た
。顕

、
字
は
勝
之
。
幼
く
し
て
目
を
病
み
、
母
、
其
の
學
を
爲
す
を
禁
ず
。

(『唐
書
』
巻
一
百
六
十
六

杜
佑
傳
附
杜
顕
傳
)

こ
の
よ
う
に
、
杜
顎
は
目
が
不
自
由
で
あ
り
、
後
に
杜
牧
は
、
官
位
を
得
て
か
ら
、
昇
進
に
大
き
く
影
響
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
敢
え
て
京
官
を
捨
て
て
、
外
官
に
轄
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
、
弟
杜
顕

の
目
の
治
療
代
を
得
る
爲
で
も
あ

っ
た
。

今
ま
で
に
畢
げ
た
資
料
か
ら
推
し
て
み
て
も
、
幼
少
期
の
杜
牧
の
境
遇
は
、
父
の
病
弱
、
そ
し
て
早
世
、
そ
れ
に
弟
の
眼
疾
な
ど
、

(
1
)

い
ろ
い
ろ
と
生
活
に
暗
い
面
が
多
く
、
ま
た
、
経
濟
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
從

っ
て
彼

の
家
庭
の
實
情
は
、

お

よ
そ
門
閥
貴
族
と
呼
ぶ
に
は
、
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
お
り
、
既
に
名
目
だ
け
の
貴
族
に
凋
落
し
た
家
だ

っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
杜
牧
の
從
兄
に
あ
た
る
杜
綜
は
、
杜
牧
十
二
歳
の
時
に
、
憲
宗
の
長
女
岐
陽
公
主
と
婚
を
結
び
、
輝
か
し

い
將
來
を
約
束
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
中
で
育

っ
た
杜
牧
の
身
近
に
、
こ
の
よ
う
な
幸
運
見
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
自
身
、
い

っ
そ
う
自
ら
の
不
遇
意
識
を
倍
加
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
名
門
の
子
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
没
落
し
て
い
く
者
と
榮
え
つ
つ
あ
る

者
と
の
非
情
な
ま
で
の
明
暗
を
、
杜
牧
は
幼
く
し
て
、
す
で
に
身
に
し
み
る
ほ
ど
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

牧
の
從
兄
綜
、
時
に
隆
盛
な
る
も
、
牧
は
下
位
に
居
り
て
、
心
常
に
樂
し
か
ら
ず
。

(『奮
唐
書
』
巻

一
百
四
十
七

杜
佑
傳
附
杜
牧

傳
)

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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從
兄
綜
、
將
相
を
更
歴
す
る
も
、
牧
は
回
噴

よ
て
自
ら
振
は
ず
、
頗
る
快
快
と
し
て
平
ら

か
な
ら
ず
。

(『
唐
書
』
巻

一
百
六
十

六

杜
佑
傳
附
杜
牧
傳
)

こ
の
よ
う
に
仕
官
後
の
杜
牧
が
、
杜
惇
に
封
よ
て
快
い
感
情
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
に
つ
い
て
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
彼
に
不

遇

な
幼
少
期
が
あ

っ
た
こ
と
を
重
重
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
官
界
に
進
出
す
る
に
當
た
っ
て
、
杜
師
損
、
杜
式
方
、
杜
從
郁
、
杜
綜
な
ど
、
杜
牧
を
と
り
ま
く

一
門
の
ほ
と
ん
ど
が
、
科

學

の
試
験
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
門
蔭
に
依

っ
て
官
位
を
得
た
の
に
樹
し
て
、
杜
牧

・
杜
顕
の
兄
弟
は
、
科
學
の
試
験
に
鷹
じ
な
け
れ

ば

な
ら
な
か

っ
た
。
『
唐
書
』
の

「選
學
志
」
に
は
、

凡
そ
蔭
を
用
ゐ
る
に
、

一
品

の
子
は
正
七
品
上
、
二
品
の
子
は
正
七
品
下
、
三
品

の
子
は
從
七
品
上
…
…
正
五
品
の
子
は
從
八
品

上
、
從
五
品
及
び
國
公
の
子
は
從
八
品
下
。
…
…
三
品
以
上
は
曾
孫
ま
で
蔭
ふ
。
五
品
以
上
は
孫
ま
で
蔭
ふ
。
孫
は
子
を
降
る
こ

と

一
等
、
曾
孫
は
孫
を
降
る
こ
と

一
等
。
…
…

(『唐
書
』
巻
四
十
五
)

と

あ
り
、
門
蔭

に
依
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
品
階
が
五
品
ま
で
の
者

で
あ

っ
て
、
杜
牧
の
場
合

は
、
從
六
品
上

(駕
部
員
外
郎
)
で

終

っ
た
父
從
郁
の
蔭

に
は
依
れ
な
か

っ
た
が
、
正

一
品
で
終

っ
た
祀
父
杜
佑
の
蔭
に
依
る
な
ら
ば
、
當
然
、
科
畢
の
試
験
に
鷹
じ
る
こ

と
を
免
れ
得
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
か
し
な
が
ら
、
杜
牧
が
、
門
蔭
に
依
ら
ず
、
敢
え
て
科
畢
の
試
験
に
懸
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に

一
般

の
門
閥
貴
族
の
子
弟
と
は
異
な

っ
た
意
識
が
杜
牧
の
心
中
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
當
時
、
新
興
士
大
夫

層

の
官
界
進
出
の
中
に
あ

っ
て
、
進
士
出
身
の
方
が
出
世
が
早
い
か
ら
だ
と
い
う
原
因
だ
け
で
説
明
し
審
く
せ
な
い
、
杜
牧
の
複
雑
な

心
境
を
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

録



三

以
上
述
べ
て
き
た
所
の
杜
牧

の
不
遇
な
環
境
が
、
彼
の
生
活
意
識
の
上
に
何
ら
か
の
攣
革
を
迫

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
に
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

某
幼
き
と
き

『
禮
』
を
讀
み
、
「
四
郊
に
塁
多
き
は
卿
大
夫
の
辱
な
り
」
に
至
り
、
謂
ら
く
、
「其
の
書
、
眞

に

し

て
虚

説

な
ら

ず
。」
と
。
年
十
六
の
時
、
盗
起
こ
り
て
二
三
千
里
を
圓
り
、
將
相
を
係
職
よ
、
刺
史
及
び
其
の
官
厨
を
族

諌

し

て
、
屍
は
城
郭

を
塞
ぎ
、
山
東
は
崩
壌
よ
、
股
股
焉
と
し
て
聲
の
朝
廷
を
振
は
す
を
見
る
。
其
の
時
に
當
た
り
て
、
將
兵
を
し
て
諌
を
行
は
よ
め

し
者
は
、
則
ち
必
ず
肚
健
に
し
て
撃
刺
を
善
く
す
る
者
な
り
。
卿
大
夫
は
、
行
列
進
退
、

一
と
し
て
常
時
の
如

く
、
笑
歌
嬉
遊
し

て
、
輯
ち
辱
と
爲
さ
ず
。
辱
に
當
た
り
て
辱
と
せ
ざ
る

の
み
に
非
ず

よ
て
、
以
爲
ら
く
、
「山
東
の
齪
事
は
、
我
輩
の
宜
し
く
當

に
知
る
べ
き
所
に
非
ず
。」
と
。
某
此
れ
よ
り
謂
ら
く
、
「幼
き
と
き
讀
み
し
所
の

『禮
』
は
、
眞
に
妄
人
の
言

に
し
て
、
信
を
取

る
に
足
ら
ず
、
教

へ
と
爲
す
に
足
ら
ず
。」
と
。
年
二
十
に
及
び
て
、
始
め
て

『
尚
書
』
・
『
毛
詩
』
・
『
國
語
』
・
十
三
代
の
史
書
を

讀
み
、
其
の
、
其
の
國
を
樹
立
し
、
其
の
國
を
滅
亡
せ
し
む
る
は
、
未
だ
兵
に
由
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
を
見
る
な
り
。
兵
を
主
る

者
、
聖
賢
材
能
、
多
聞
博
識
の
士
な
れ
ば
、
則
ち
必
ず
其
の
國
を
樹
立
す
る
な
り
。
肚
健
撃
刺
、
學
ば
ざ
る
の
徒
な
れ
ば
、
則
ち

必
ず
其

の
國
を
敗
亡
す
る
な
り
。
然
る
後
、
信
に
知
る
、
「
國
家
を
爲
す
者
は
、
兵
を
最

も
大
と
爲

よ
、
賢
卿

大
夫

に
非
ず
ん

ば
、
其

の
事

に
堪
任
ふ
べ
か
ら
ず
、
筍
し
敗
滅
有
ら
ば
、
眞
に
卿
大
夫
の
辱
な
る
。」
を
。
信
に
虚
な
ら
ざ
る

な
り
。

(『奨
川
文

集
』
巻
十

「注
孫
子
序
」)
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杜
牧
が
施
し
た

『
孫
子
』
の
注
は
、
現
在
、
宋
の
吉
天
保
が
撰
し
た

『
孫
子
十
家
註
』
の
中

に
見

ら
れ

る
が
、

こ
の
序
文
の
内
容

は
、
山
東
の
兵
齪
と
い
う
國
家

の
一
大
事
に
當
た
っ
て
、
當
時
の
卿
大
夫
が
、
全
く
關
知
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
無
責
任
さ
を
批
到
す

る

一
方
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
よ
て
、
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
に
か
け
て
の
杜
牧
に
官
僚
観
の

一
大
攣
革
が
あ

っ
た
こ
と
も
物
語

っ
て
い

る
。

つ
ま
り
、
卿
大
夫
と

い
う
高
級
官
僚
層
に
樹
す
る
從
來

の
認
識

の
見
直
し
で
あ
る
。
山
東
の
攣
事
に
封
よ
て
、
彼
ら
卿
大
夫
が
眞

創

に
取
り
組
も
う
と
せ
ず
、
「行
列
進
退
、

一
と
し
て
常
時
の
如
く
、
笑
歌
嬉
遊
し
て
、
輯
ち
辱
と
爲
さ
ず
」
と

い

う
情
な
い
状
態
で

あ

り
、
そ
う
し
た
卿
大
夫
が
教
養
と
し
て
必
ず
讀

ん
だ

『
禮
記
』
の
教
え
な
ど
、
彼
自
身

に
と

っ
て
は
、
「
眞
に
妄
人
の
言
に
よ
て
、

信

を
取
る
に
足
ら
ず
、
教

へ
と
爲
す
に
足
ら
ず
」
と

い
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
に
氣
が

つ
き
、
強
く
経
典
に
野
よ
て
不
信
感
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
彼
自
身
、
中
國
全
體

の
階
級
構
造

の
上
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
士
大
夫
層
に
厨
す
る
こ
と
は
嚴
然
た
る

事
實

で
あ
る
。
從

っ
て
、
そ
れ
ま
で
杜
牧
の
目
に
映

っ
た

『
禮
記
』
も
、
貴
族
階
級
に
生
み
落
と
さ
れ
た
彼
の
宿
命
的
な
経
學
意
識
か

ら
、

こ
れ
を
貴
重
な
教
え
と
よ
て
自
然
に
受
容
よ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
安
穏
と
し
た
貴
族
で
は
あ
り
え
な
く
な

っ
た
嚴
し
い
現

實
と
、
天
下
泰
平
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
唐
王
朝

の
中
に
あ

っ
て
、
彼
は
、
目
の
前
で
起

っ
た
山
東
の
兵
齪
に
全
く
關
知
し
よ
う
と
し

な

い
士
大
夫
達

の
無
氣
力
で
無
責
任
な
言
動
を
通
し
て
、
改
め
て
士
大
夫
に
つ
い
て
、
ひ
い
て
は
近
い
將
來
士
大
夫
と
な
る
べ
き
自
分

自
身

に
つ
い
て
、
深
刻
に
考
え
直
す
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
杜
牧
の
、
自
分
自
身
を
も
含
め
た
士
大
夫
に
樹
す
る
認
識
は
、
決
し
て
こ
う
し
た
清
極
的
な
も
の
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な

い
、
そ
れ
は
、
や
が
て
、
「
兵
を
主
る
者
、
た
だ
聖
賢
材
能
、
多
聞
博
識
の
士
大
夫

こ
そ
が
、
國
家
を
樹
立
し
得

る
」
と
い
う
新
た

な
使
命
感
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

つ
ま
り
杜
牧
は
、
士
大
夫
に
樹
す
る
過
去
の
幻
想
か
ら
睨
却
し
て
、
積
極
的
に
國
家
の
現
實

硲



に
封
鷹
す
る
士
大
夫
と
し
て
攣
貌
を
途
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
杜
牧
の
自
毘
は
、
唐
王
朝
の
衰
退
を
必
死
に
な

っ
て
く
い
止
め

よ
う
と
す
る

一
部
の
士
大
夫
達
の
心
意
氣
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
彼
の
こ
の
経
學
観

・
官
僚
観
の
攣
革
期
、
使
命
感

の
自
畳
期
で
あ

っ
た
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
時
期
は
、
お
お
む
ね

彼

の
父
が
亡
く
な
っ
た
時
期
と

一
致
す
る
が
、
私
は
、
父
の
死
を
も
含
め
た
杜
牧
の
不
遇
な
境
遇
が
、
直
接
に
彼
に
上
述

の
よ
う
な
意

識

の
攣
革
を
迫

っ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

か
く
し
て
彼
は
、
以
前

の
安
穏
と
し
た
士
大
夫
で
あ
り
え
な
く
な

っ
た
反
面
、
そ
れ
で
も
な
お
士
大
夫
暦
か
ら
脱
け
出
す
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
、
積
極
的
に
現
實
に
封
鷹
す
る
士
大
夫
と
し
て
攣
貌
を
途
げ
て
い
っ
た
が
、
そ
う
し
た
杜
牧
の

思
想
を
さ
さ
え
る
も
の
は
、

い
っ
た
い
何
で
あ

っ
た
の
か
。

四

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
幼
少
期
の
杜
牧
を
取
り
團
ん
で
い
た
環
境
は
、
け

っ
よ
て
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
環

境

が
幼
き
杜
牧

に
課
し
た
不
可
避
的
な
試
練
に
耐
え
抜
く
中
で
、
彼
は
、
何
事
に
も
妥
協
せ
ぬ
強
い
精
神
力
、
さ
ら

に
は
不
合
理
な
偏

見
と
先
入
観
を
排
撃
す
る
批
到
力
を
養
な
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
杜
牧
が
、
経
書
よ
り
も
、
よ
り
現
實
的

な
史
書

・
兵
書

へ

と
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
境
遇
の
過
程
か
ら
必
然
的
に
で
て
き
た
結
果
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

幼
少
期
の
苦
難
の
中
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
彼

の
洞
察
力

・
批
到
力
が
如
何
に
鏡
い
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
宋
の
費

衰

の

『
梁
難
漫
志
』
巻
六
に
は
、
次
の
如
き
記
事
が
あ
る
。
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欧
陽
公
、
『
新
唐
書
』
列
傳
を
取
り
て
、
子
の
叔
弼
を
よ
て
讀
ま
し
め
、
臥
し
て
之
を
聴
き
、
「
藩
鎭
傳
」
救
に
至
り
て
、
嘆
じ
て

曰
く
、
「若
し
皆
此
の
傳
の
叙
の
如
く
な
ら
ば
、
筆
力
亦
た
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。」
と
。

(2
)

こ
の
記
事
に
い
う

『
新
唐
書
』
藩
鎭
傳
叙
は
、
ほ
と
ん
ど
杜
牧

の

「守
論
」
か
ら
の
引
用
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
欧

(
3
)

陽
修

は
、
こ
の

「守
論
」
に
展
開
さ
れ
た
杜
牧
の
時
局
に
封
す
る
優
れ
た
見
解
を
絶
費

し

た
わ

け
で
あ
る
。

(「守
論
」
全
文
は

『奨
川

文
集
』
巻
五
に
見
え
る
。)
ま
た
、
杜
牧

の
時
局
に
關
す
る
論
策
と
し
て
、
『
唐
書
』
巻

一
百
六
十
六

の
杜
牧
の
傳
に

「
罪
言
」、
『唐
書
』

巻
二
百
十
五
の
突
豚
傳
に

「
職
論
」、

『資
治
通
鑑
』
唐
紀
巻
六
十
二
に

「
職
論
」
「守
論
」
「
原
十
六
衛
」
「罪
言
」

等
の
諸
作
品
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ま
た
牛
李
の
窯
争
の
中
で
、
杜
牧
は
牛
曾
孫
側
に
あ

っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
と
野
立
す
る
李
蕪

の
旗
頭
で
あ

る
李
徳
裕
で
さ
え
も
、
杜
牧

の
論
策
を
高
く
詳
贋
し
、
彼
の
澤
瀦

・
回
鵤
樹
策
を
採
用
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

宰
相
李
徳
裕
、
素
よ
り
其

の
才
を
奇
と
す
。
會
昌
中
、
點
憂
斯
、
回
鴨
を
破
り
、
回
鴨
の
種
落
、
潰
え
て
漠
南

に
入
る
。
牧
、
徳

裕
に
説
く
、
「
途
り
て
之
を
取
る
に
如
か
ず
。
…
…

(中
略
)
…
…
。」
と
。
徳
裕
、
之
を
善

し
と

す
。

會

、
劉
積
、
命
を
拒
め

ば
、
諸
鎭

の
兵
に
詔
し
て
之
を
討
た
よ
む
。
牧
、
復
た
書
を
徳
裕

に
移
す
。

「
…
…

(中
略
)
…
…
。」
と
。
俄

か
に
し

て
澤
潴

平
ら
ぎ
、
略
牧

の
策

の
如
し
。
(『唐
書
』
巻
一
百
六
十
六

杜
佑
傳
附
杜
牧
傳
)

右

文
の
中
略
部
分
に
當
た
る
杜
牧
の
計
略
は
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
の

「上
李
太
尉
北
邊
事
啓
」
(
『簗
川
文
集
』
巻
十
六
)
と

「
上
李
司
徒
相

公
論
用
兵
書
」
(
同
巻
十
一
)
と
の
要
約
で
あ
る
。
他
に
李
徳
裕
に
上
申
し
て
自
分
の
策

を
述

べ
た
も

の
に

「上
李
太
尉
論
江
賊
書
」

(
同
巻
十
一
)
が
あ
り
、
ま
た
李
徳
裕
以
外
に
上
申
し
た
も
の
に

「上
門
下
崔
相
公
書
」
(
同
巻
十

一
)
が
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
晩
唐
期
の
政
治
状
況
に
切
要
な
論
策
が
杜
牧

の
手
で
多
数
作
ら
れ
た
ば
か
り
で
な

く
、
彼
は
ま
た
、
『
孫
子
』
に
も
注

認



を
施
し
て
い
る
。
そ
れ
に
封
よ
て
清
の
李
慈
銘
は
次
の
よ
う
に
評
債
し
て
い
る
。

『
孫
子
』
の
十
家
注
を
校
ぶ
る
に
、
曹
公

・
李
蓋
以
外
は
、
杜
牧
最
も
優

る
。
古
事
を
謹
引
し
、
亦
た
切
要
多
し
。
奨
川
は
眞
に

用
世
の
才

に
し
て
、
其
の
「罪
言
」
「
原
十
六
衛
」
等
の
篇
、
虚
作
な
ら
ざ

る
を
知
る
。
(『越
鰻
堂
讀
書
記
』
同
治
壬
申
五
月
十
一
日
)

李
慈
銘
の
他
に
も
、
後
世
杜
牧
の
論
策
に
封
す
る
評
便
は
極
め
て
高

い
。
こ
れ
ら
は
杜
牧
の
論
策
が
、
い
ず
れ
も
鋭
い
洞
察
力
と
批

剣
力
で
以
て
作
ら
れ
て
い
る
爲
に
、
立
場
や
時
代
を
越
え
て
、
充
分

に
耳
を
傾
け
る
に
足
る
だ
け
の
説
得
力
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
物

語

っ
て
い
る
。

も

っ
と
も
、
彼
自
身
そ
の
よ
う
な
論
策
に
樹
し
て
か
な
り
の
自
信
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

牧
、
書
を
讀
む
を
好
み
、
詩
に
工
に
し
て
文
を
爲
り
、
嘗
に
経
緯
才
略
を
自
負
す
。
(『善
唐
書
』
巻
一
百
四
十
七

杜
佑
傳
附
杜
牧
傳
)

牧
、
剛
直
に
し
て
奇
節
有
り
、
齪
齪
た
る
小
謹
を
爲
さ
ず
、
敢

へ
て
大
事
を
論
列
し
、
病
利
を
指
陳
す
る
こ
と
尤
も
切
至
。
少
く

し
て
李
甘

・
李
中
敏

・
宗
那
と
善
き
も
、
其

の
古
今
に
通
じ
、
善
く
成
敗
に
塵
す
る
は
、
甘
等
及
ば
ざ
る
な

り
。
(
『唐
書
』
巻

一

百
六
十
六

杜
佑
傳
附
杜
牧
傳
)

某
、
世
ミ
儒
學
を
業
と
し
、
高

・
曾
よ
り
某
の
身
に
至
る
ま
で
、
家
風
墜
ち
ず
。
少
小
よ
り
孜
孜
と
し
て
、
今

に
至
る
ま
で
怠
ら

ざ
る
も
、
性
顎
固
に
し
て
、
経
に
通
ず
る
能
は
ず
。
治
齪
興
亡
の
跡
、
財
賦
兵
甲
の
事
、
地
形
の
瞼
易
遠
近
、
古
人
の
長
短
得
失

に
干
い
て
は
、
中
丞
廊
廟
に
印
蹄
し
て
、
宰
制
手
に
在
る
も
、
或
い
は
時
事
に
因
り
て
堂
下
に
召
置
し
、
之
を
坐
せ
し
め
て
與
に

語
る
。
此
の
時
、
諸
生
を
廻
顧
し
て
、
必
ず
恩
奨
を
辱
し
め
ざ
る
を
期
せ
り
。
(『焚
川
文
集
』
巻
十
二

「上
李
中
丞
書
」
)

こ
の
よ
う
に
、
杜
牧
は
、
自
分
に
史
家

・
経
世
家
と
よ
て
の
才
能
の
あ
る
こ
と
を
常
々
誇

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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こ
の
事
に
關
聯
し
て
、
杜
牧
は
、
そ
の
黄
州
刺
史
時
代
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
見
解
を
洩
ら
し
て
い
る
。

僕
、
元
和
よ
り
巳
來
、
以
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
其

の
見
聞
す
る
所
は
、
名
公
才
人
の
論
討
す
る
所
、
典
刑
制
度
、
征
伐
叛
齪
な

り
。
其
の
當
時
を
考

へ
、
前
古
に
参
じ
、
能
く
忘
失
せ
ず
し
て
思
念
し
、
亦
た
以
て

一
家
の
事
業
と
爲
す
べ
し
。
但
だ
随
見
随
忘
、

随
聞
随
康
、
目
を
輕
ん
じ
て
耳
を
重
ん
ず
る
の
過
、
此
れ
も
亦
た
學
者
の

一
病
な
り
。
(『焚
川
文
集
』
巻
十
三

「上
池
州
李
使
君
」)

こ
の
よ
う
な

「實
際
に
見
て
確
か
め
る
こ
と
を
疎
か
に
よ
て
、
人
か
ら
聞

い
た
こ
と
ば
か
り
を
重
覗
す
る
」
學
者
の
通
弊
に
覇
す
る

杜
牧
の
批
剣
は
、
實
讃
的
科
學
的
見
地
に
立

っ
た
歴
史
家

・
経
世
家
の
態
度
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
杜
牧
が
、
こ
の
よ
う
な
實
謹
的
科
學
的
態
度
を
い

っ
そ
う
強
め
る
に
至

っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
杜
牧
の
職

歴

が
大
き
く
關
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
杜
牧
の
職
歴
を
見
て
み
る
と
、
京
官
よ
り
も
外
官
に
あ
る
方
が
長
く
、
あ
し
か
け
十

七
年

に
も
及
ぶ
地
方
官
務
め
は
、
彼
を
し
て
、
持
ち
前
の
歴
史
家
的
眼
識
で
以
て
、
冷
静
に
中
央
政
府
を
、
或
い
は
中
國
全
體
を
見
つ

め
さ
せ
る
絶
好
の
機
會
と
な

っ
た
と
い
え
る
。

鏡

い
洞
察
力
と
批
剣
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
家
と
よ
て
の
必
須

の
條
件
で
あ
る
。
そ
し
て
鏡

い
洞
察
力
と
批
到
力
を
も
つ

歴
史
家

に
與
え
ら
れ
た
課
題
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
経
國
に
あ
る
。
杜
牧
は
、
幼
き
時
の
不
遇
な
境
遇
の
中
で
、
歴
史
家
の
任
に
充
分

耐

え
う
る
だ
け
の
見
識
を
養

っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
同
じ
境
遇
の
中
で
育

っ
た
杜
牧
の
弟
杜
顕
の
場
合
で
も
、
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
。

李
徳
裕
、
奏
し
て
漸
西
府
の
賓
佐
と
爲
る
。
徳
裕
貴
盛
に
よ
て
、
賓
客
は
敢

へ
て
件
ふ
無
く
、
惟
だ
顎
の
み
激
ば
之
を
諌
正
す
。

衰
州
に
調
せ
ら
る
る
に
及
び
て
、
歎
じ
て
曰
く
、
「
門
下
我
を
愛
す
る
こ
と
皆
顕
の
如
く
な
ら
ば
、
吾
れ
今
日
無

か
ら
ん
。」
と
。

04



(
『唐
書
』
巻
一
百
六
十
六

杜
佑
傳
附
杜
顎
傳
)

こ
の
記
事
は
、
杜
顎
が
李
徳
裕

の

「貴
盛
」

に
、
決
よ
て
委
協
す
る
こ
と

な
く
、
「
諫
め
正
し
た
」
こ
と
を
述

べ
た

エ
ピ
ソ
1
ド
で

あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
杜
顎
の
性
格
は
、
杜
牧
の

「牧
、
剛
直

に
し
て
奇
節
有
り
、
齪
齪
た
る
小
謹
を
爲
さ
ず
。
敢

へ
て
大
事
を
論
列

よ
、
病
利
を
指
陳
す
る
こ
と
尤
も
切
至
。」
(前
掲
)
と
い
う
気
風
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

五

さ
ら
に
、
歴
史
家
と
し
て
の
杜
牧
が
形
成
さ
れ
る
の
に
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
租
父
杜
佑
の
存
在
が
あ
る
。
例
え
ば
、
次

に
掲
げ
る

「
多
至
日
小
姪
阿
宜
に
寄
す
る
の
詩
」
(『奨
川
文
集
』
巻

一
)
か
ら
も
、
杜
牧
が
如
何
に
杜
佑
を
意
識
し
て
い
た
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

(前
略
)

我
家
公
相
家

剣
瓢
嘗
丁
當

奮
第
開
朱
門

長
安
城
中
央

第
中
無

一
物

萬
巻
書
滞
堂

我
が
家
は
公
相
の
家

創
瓢
嘗
て
丁
當
た
り

菖
第

朱
門
を
開
く

長
安

の
城

の
中
央

第
中

に
一
物
無
く

萬
巻
の
書
堂
に
満
…つ

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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家
書
二
百
編

上
下
馳
皇
王

多
是
撫
州
爲

今
來
五
紀
強

尚
可
與
爾
讀

助
爾
爲
賢
良

経
書
括
根
本

史
書
閲
興
亡

高
橋
屈
宋
監

濃
薫
班
馬
香

家
書
二
百
編

上
下
皇
王
に
馳
す

多
く
是
れ
撫
州
の
鳥

今
來
五
紀
強

尚
ほ
爾
に
與
へ
て
讀
ま
し
め

爾
を
助
け
て
賢
良
と
爲
さ
し
む
べ
し

経
書
は
根
本
を
括
し

史
書
は
興
亡
を
閲
す

高
く
屈
宋
の
監
を
摘
し

濃
く
班
馬
の
香
に
薫
ず

24

こ
の
詩
で
い
う

「家
書
二
百
編
」
と
は
、
杜
佑
の

『
通
典
』
二
百
巻
を
指
し
て
お
り
、
恐
ら
く
は
、
杜
牧
も
幼
き
時
に
こ
れ
を
熱
心

に
讀
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
從
來
、
杜
牧
と
杜
佑
と

の
關
係
を
述
べ
る
場
合
、

こ
の
詩

の
中
で
杜
牧
が
、

杜
佑
の

『通
典
』
二

百
巻
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と

い
う
理
由
だ
け
で
、
杜
牧
が
杜
佑
を
か
な
り
強
く
意
識
し
て
い
た
と
説
く
人
は
多

い
が
、
さ
ら
に
、

こ

の

『
通
典
』
二
百
巻
の
も

つ
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
杜
牧
と
杜
佑
と
の
關
係
は
密
接
に
つ
な
が

っ
て

(4
)

く

る
よ
う
に
思
え
る
。

佑
少
き
と
き
嘗

に
書
を
讀
む
。
而
れ
ど
も
性
且
つ
蒙
固
に
し
て
、
術
敷
の
藝
に
達
せ
ず
、
章

句

の
學
を
好

ま

ず
。
纂
す
る
所
の



『
通
典
』
は
、
實
に
群
言
を
采
り
、
諸
ミ
の
人
事
を
徴
め
、
將
に
有
政
に
施
さ
ん
と
す
。
夫
れ
理
導
の
先
は
教
化
に
在
る
か
。
教

化
の
本
は
衣
食
足
れ
る
に
在
る
か
。
易
に
稻
す
、
「
人
を
聚
む
る
に
財
を
日
ふ
。」
と
。
洪
範
の
八
政
は
、

一
に
日
く
食
、
二
に
曰

く
貨
。
管
子
に
曰
く
、
「
倉
魔
實
つ
れ
ば
禮
節
を
知
り
、
衣
食
足
れ
ば

榮
辱
を
知
る
。」
と
。
夫
子
曰
く
、
「既
に
富
み
て
而
し
て

教
ふ
。」
と
。
斯
れ
を
之
れ
謂
ふ
か
な
。
夫
れ
教
化
を
行
な
ふ
は
、
職
官
を
設
く
る
に
在
り
。
職
官
を
設
く

る
は
、
官
才
を
審
ら

か
に
す
る
に
在
り
。
官
才
を
審
ら
か
に
す
る
は
、
選
畢
を
精
し
く
す
る
に
在
り
。
禮
を
制
し
て
以
て
其
の
俗
を
端
し
、
樂
を
立
て

て
以
て
其

の
心
を
和
す
る
は
、
此
れ
先
哲
王
の
致
治
の
大
方
な
り
。
故
に
職
官
を
設
け
て
然
る
後
禮
樂
を
興

し
、
教
化
縢
れ
て
然

る
後
刑
罰
を
用
ひ
、
州
郡
を
分
け
て
分
領
せ
し
め
、
邊
防
を
置
き
て
戎
狭
を
遇
む
。
是
を
以
て
食
貨
、
之
を
首
と
爲
す
。
選
畢
之

に
次
ぎ
、
職
官
又
之
に
次
ぎ
、
禮
又
之
に
次
ぎ
、
樂
又
之
に
次
ぎ
、
刑
又
之
に
次
ぎ
、
州
郡
又
之
に
次
ぎ
、
邊
防
之
を
末
と
す
。

或
い
は
之
を
覧
る
者
、
庶
は
く
は
篇
第
の
旨
を
知
ら
ん
こ
と
を
。

こ
こ
に
引

い
た
の
は
、
『
通
典
』
序
の
全
文
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
杜
佑
は
、
『
管
子
』
巻

一
の
牧
民
篇
の
冒
頭
部
分
を
か
な
り
長

く
引

い
て
い
る
。
そ
の
他
、
こ
の
序
の
中
で
援
引
し

て

い
る
典
籍

に
は
、
『
周
易
』
繋
僻
傳
下
、
『
周
易
』
洪
範
、
『
論
語
』
子
路
篇
が

あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て

『
管
子
』
牧
民
篇
に
述
べ
て
い
る
趣
旨
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
杜
佑
は
、

『
管
子
』
牧
民
篇
の

「倉
凍
が
み
ち
あ
ふ
れ
て
始
め
て
禮
節
を
知
り
、
衣
食

の
料
が
十
分
で
あ

っ
て
始

め
て
道

徳
意
識
が
強
ま
る
」
と

い
う
趣
旨

に
則

っ
て
、

こ
の

『
通
典
』
二
百
巻
を
編
ん
だ
の
で
あ

る
。
『管
子
』
の
元
來

の
著
者
と
さ
れ
る
管
仲

は
、
柿
村
峻
氏
の
言

(
5
)

に
依
れ
ぽ
、
「
管
仲

の
思
想
の
主
流
は
政
治
論

・
経
濟
論
で
あ
り
、
そ
こ
に
現
實
主
義
が
貫
い
て
い
る
。
儒
家
の
よ
う
に
『
先
王
の
道
』

を
呼
號
し
な
か

っ
た
。
理
想
主
義
者
で
も
な
く
、
観
念
論
者
で
も
な
い
。
唯
物
論
者
と
い
え

よ
う
。」
と

い
う
。
杜
佑
は
こ
の

「唯
物

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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論
者
管
仲
」
に
か
な
り
の
影
響
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『唐
書
』
藝
文
志
に
、
『
管
氏
指
略
』
二
巻
と
い
う
杜
佑

自
身
の
撰
著
が
牧
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
杜
佑
の

『
管
子
』
に
封
す
る
傾
倒
ぶ
り
が
理
解

で
き
よ
う
。

ま
た
、
杜
佑
の
言
動
に
も
、
法
家
管
子
の
思
想
が
濃
厚
に
窺
わ
れ
る
。

佑
、
性
敦
厚
強
力
に
し
て
、
尤
も
吏
職
に
精
し
。
外
に
寛
和
を
示
す
と
錐
も
、
身
を
持
す
る
に
術
有
り
。
爲
政
弘
易
に
し
て
、
傲

察
を
鱗
え
ず
し
て
治
民
を
掌
計
す
。
物
便
に
よ
て
潔
し
、
戎
を
駅
よ
て
攣
に
懸
ず
る
は
、
即
ち
長
と
す
る
所
に
非
ず
。
性
、
學
を

嗜
み
、
古
今
に
該
渉
し
、
富
國
安
人
の
術
を
以
て
己
が
任
と
爲
す
。
(『曹
唐
書
』
巻
一
百
四
十
七

杜
佑
傳
)

こ
の
文
中
で

「
國
を
富
ま
せ
、
人
民
を
安
ん
ず
る
こ
と
を
自
分

の
使
命
と
し
た
」
と

い
う
の
は
、
軍
に
杜
佑
が
國
家
を
運
螢
す
る
宰

相
の
地
位
に
あ

つ
た
か
ら
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
う
よ
た
彼
の
政
治
的
態
度
に
は
、
や
は
り
法
家
的
發
想
が

あ
る

よ
う
に
思
わ
れ

る
。

つ
ま
り
そ
れ

は
、
『
荷
子
』
の

「
富
國
篇
」
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
、
又

『
管
子
』
の

「
治
國
篇
」
に
述
ぺ
る

「
凡
そ
國
を
治
む
る
の

道
は
、
必
ず
先
づ
民
を
富
ま
す
。
民
富
め
ぽ
則
ち
治
め
易
き
な
り
」
と

い
う
政
治
思
想
に
も
通
じ
て
い
る
。

ま
た
鈴
木
修
次
氏
は
、
『唐
代
詩
人
謹

の
中
で
、
「進
士
出
身
の
革
新
曽

僚
が
、
王
任

・
王
叔
文
姦

頭
に
し
て
、
世
に
い
う
順

宗
の
政
治
改
革
を
断
行
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
杜
佑
が
革
新
官
僚
た
ち
に
か
つ
が
れ
て
、
度
支
監
鐵
使
を
拝
命
し
た
の
は
合
理
主
義
的

性
格
の
ゆ
え
だ
。」
(要
約
)
と
説
い
て
い
る
。

ま
た

『
奮
唐
書
』
本
傳
に
、
杜
佑
の
行
状
に
關
し
て
、

唯
だ
潅
南
に
在
り
し
時
、
妻
梁
氏
の
亡
き
後
、
婁
妾
李
氏
を
升
げ
て
正
室
と
爲
し
、
密
國
夫
人
に
封
ぜ
ら
る
。
親
族
子
弟
、
之
を

言
ふ
も
從
は
ず
。
時
論
之
を
非
と
す
。

44



と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
鈴
木
氏
は
、
「
か
く
べ
つ
ふ
し
ぎ
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
當
時
に
お

い
て
は
、
よ
ほ
ど

合
理
性
が
な
け
れ
ば
で
き
蹴
い
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
鈴
木
氏
が
説
く
よ
う
に
、
杜
佑

に
か

か
る
合
理
性
を
持

っ

た
行
動
を
と
ら
し
め
た
の
は
、
杜
佑
の
思
想
に

『
管
子
』
と
大
き
く
關
わ
る
法
家
的
發
想
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
考

え
る
。

鈴
木
氏
は
、
さ
ら
に
績
け
て

「
當
時
は
、
李
徳
裕
や
鄭
輩
ら
の
保
守
的
世
家
貴
族
が
し
だ
い
に
、
そ
の
勢
力
を
も
り
か
え
し
つ
つ
あ

る
時
期
で
あ
り
、
順
宗
の
改
革
政
治
も
、
實
の
と
こ
ろ
は
宙
官
と
結
ん
だ
保
守
的
貴
族
勢
力
に
敗
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
杜
牧
の
家
門
に

は
、

一
面
に
お
い
て
あ
る
種

の
自
由
な
空
氣
が
流
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
家
風
が
、
後
の
杜
牧
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
與
え
た

と
い
え
よ
う
。」
と
説
い
て
い
る
。
的
確
な
指
摘
だ
と
思
う
。

六

杜
牧
の
「
三

子
言
性
辮
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

孟
子
言

へ
り
、
「
人
の
性
は
善
な
り
」
と
。
荷
子
言

へ
り
、
「
人
の
性
は
悪
な
り
」
と
。
楊
子
言

へ
り
、
「人

の
性

は
善
悪
混
じ
れ

り
」
と
。
喜
と
日
ひ
、
哀
と
日
ひ
、
擢
と
日
ひ
、
悪
と
日
ひ
、
欲
と
日
ひ
、
愛
と
日
ひ
、
怒
と
日
ふ
、
夫

の
七
者
は
情
な
り
。
情

は
性
よ
り
出
つ
る
な
り
。
夫
れ
七
情
の
中
、
愛

・
怒
の
二
者
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
能
く
自
ふ
。
是

の
二
者
は
、
性
の
根
に

し
て
悪
の
端
な
り
。
乳
鬼
、
乳
を
見
れ
ば
、
必
ず
摯
み
求
め
、
得
ざ
れ
ば
即
ち
暗
く
。
是
れ
愛
と
怒
と
は
、
児
と
倶
に
生
ま
る
る

な
り
。
夫
れ
豊
に
其
の
五
者
を
知
ら
ん
や
。
既
に
肚
に
し
て
、
五
者
随
ひ
て
生
ま
る
る
な
り
。
或
い
は
有
り
、
或
い
は
亡
く
、
或

い
は
厚
く
、
或
い
は
薄
し
。
愛

・
怒
に
至
り
て
は
、
曾
ち
須
奥
も
乳
児
と
相
離
れ
ず
し
て
、
肚
に
至
る
な
り
。
君
子
の
性
は
、
愛

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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も
怒
も
淡
然
と
し
て
、
道
よ
り
出
れ
ず
。
中
人
の
以
て
上
下
す
べ
き
者
は
、
愛
の
禮
に
拘
る
有
り
、
怒
の
法
を
催
る
る
有
り
。
世

に
禮
法
有
れ
ば
、
其
の
鍮
ぎ
る
こ
と
有
る
者
も
、
敢

へ
て
は
其
の
情
を
恣
に
せ
ず
、
世

に
禮
法
無
け

れ
ば
、
亦
随

ひ
て
熾
ん
な

り
。
小
人
に
至
り
て
は
、
禮
法
有
り
と
錐
も
、
制
す
る
能
は
ず
。
愛
さ
ば
則
ち
之
を
求
め
、
求
め
て
得
ざ
れ
ば
帥
ち
怒
り
、
怒
れ

ば
則
ち
概
る
。
故

に
日
ふ
、
「
愛
と
怒
と
は
、
性
の
本

に
よ
て
悪
の
端
な
り
。
乳
見
と
倶
に
生
じ
、
相
随

ひ
て
肚
に
至
る
な
り
」

と
。
凡
そ
性
情
の
善
な
る
者
を
言
ふ
に
は
、
多
く
舜
禺
を
引
き
、
不
善
な
る
者
を
言
ふ
に
は
、
多
く
丹
朱

・
商
均
を
引
く
。
夫
れ

舜
禺

の
二
君
子
は
、
生
人
よ
り
己
來
、
二
君
子
が
如
き
者
、
凡
そ
幾
人
か
有
る
。
引
き
て
以
て
喩
と
爲
す
べ
か
ら
ず
。
丹
朱

・
商

均
は
発
舜

の
子
た
り
。
夫
れ
尭
舜

の
世
に
生
ま
れ
、
其
の
化
を
被
れ
ば
、
皆
善
人
と
爲
ら
ん
。
況
ん
や
其

の
室
に
生
ま
れ
、
親
し

く
父
子
た
る
を
や
。
蒸
し
て
潤
す
能
は
ず
、
灼
り
て
熱
す
る
能
は
ず
。
是
れ
其

の
悪
は
発
舜

の
善
と
等
し
き
の
み
。
天
は
止
だ

一

日
月
の
み
。
光
明
な
る
者
を
言
ひ
て
、
豊

に
引
き
て
以
て
喩
と
爲
す
べ
け
ん
や
。
人

の
品
類
は
、
上
下
に
與
す
べ
き
者
衆
く
、
上

下
に
與
す
べ
き
の
性
は
、
愛

・
怒
多
き
に
居
る
。
愛

・
怒
は
、
悪
の
端
な
り
。
筍
は
人
の
性
の
悪
な
る
を
言

ふ
。
二
子
に
比
ぶ
る

に
、
筍
は
得
る
こ
と
多
し
。
(『奨
川
文
集
』
巻
六
)

こ
の

「
三
子
言
性
辮
」
を
見
る
と
、
杜
牧
が
、
孟
子

・
筍
子

・
楊
子
の
中
で
、
筍
子
を
最
も
高
く
評
債
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

孔
子
を
租
と
す
る
儒
教
は
、
曾
子
か
ら
子
思
、
子
思
か
ら
孟
子

へ
と
い
っ
た
流
れ
を
正
統
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
そ
の
孟
子
は
性

善
説
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
孟
子
と
同
時
代
の
筍
子
は
性
悪
説
を
立
て
、
性
善
説
を
説
く
孟
子
を
嚴
し
く
非
難
し
て
い

る
。
そ
し
て
杜
牧
は
、
人
間
に
は
喜

・
哀

・
儂

・
悪

・
欲

・
愛

・
怒

の
七
情
が
あ
り
、
中
で
も
愛
と
怒
と
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て

備
わ

っ
て
い
る
性
の
根
本
で
あ
り
、
悪
の
發
端
で
も
あ
る
と
い
う
。
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筍
子
は
、
儒
家
に
屡
す
る
思
想
家
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
異
端
覗
さ
れ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぽ
、
法
家
に
近

い
思
想
家
で
あ
り
、
(
7
)

ま
た
、
當
時
に
あ

っ
て
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
科
學
的
思
考
を
よ
得
る
人
物
で
も
あ

っ
た
。
内
山
俊
彦
氏
は
、
そ
の
著
書

『
筍
子
』
の
中
で

「孟
子

の
、
史
實
を

『
一
治

一
働
』
に
構
成
し
、
聖
王
た
ち
の
系
譜
を
通
じ
て
自
ら
の
政
治
理
想
を
推
し
出
す
観
念
的
歴
史
意
識
に
封

し
、
筍
子
の
歴
史
の
開
始
を
見
よ
う
と
す
る
眼
は
冷
静
で
客
観
的
で
あ
る
。
孟
子
の
場
合
、
『
一
治

一
齪
』
と

い
う

歴
史
の
振
幅
に
自

ら
を
投
げ
こ
み
、
聖
人
の
系
譜
の
媒
介
者
と
し
て
自
ら
を
規
定
す
る
の
で
封
象
と
し
て
の
歴
史
と
主
體
と
し
て
の
自
己
と
の
間
の
切
れ

目
は
な
お
明
確
で
な
い
。
こ
れ
に
く
ら
べ
荷
子
の
冷
静
な
見
方
は
、
歴
史
を
封
象
化
す
る
契
機
を
強
く
持

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ

の
間
の
封
比
は
、
孟
子
の
人
間
観
と
し
て
の

『
性
善
』
説
が
道
徳
は
人
間
に
内
在
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
主
観
的
な
も
の
だ

っ

た
の
に
く
ら
べ
、
荷
子
の
性
悪
説
は
、
道
徳
を
、
人
の

『
性
』
に
作
爲
が
加
え
ら
れ
た
結
果
と
考
え
る
。
そ
の
意

味
で
客
観
的
な
も
の

で
あ

っ
た
と
い
う
封
比
に
共
通
す
る
。」
と
説

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
史
實
を
客
観
化
し
得
る
科
學
的
思
考

を
持

っ
た
人
物
こ
そ
、

あ
の
戦
國
末
期
の
動
齪
期
の
中
で
、
最
も
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
筍
子
の
弟
子
の
李
斯
と
韓
非
子
の
貢
獣
に
依

っ
て
秦
が

一

大
帝
國
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
ら
の
歴
史
観
と
大
い
に
關
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

荷
子
の
生
き
た
戦
國
の
動
気
期
は
、
そ
の
ま
ま
晩
唐
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
當
時
、
唐
と

い
う
國
家

こ
そ
ま
だ
分
裂
し
て
は

い
な
か
っ
た
が
、
玄
宗
に
よ
る
開
元

・
天
寳
の
治
を
頂
點
と
よ
た
唐
王
朝
も
安
史
の
齪
を
直
接
の
契
機
に
、
没
落
の

一
途
を
辿
り
藩
鎭

の
践
雇
、
宙
官
の
專
政
、
人
民
の
疲
弊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
表
面
化
し
、
天
下
は
そ
れ
ら
難
問
題
の
解
決
を
當
時
の
士
大
夫
に
迫

っ
た
の
で
あ
る
。

從

っ
て
、
『
筍
子
』
の
中
晩
唐
の
文
人
達
に
與
え
た
影
響
は
、
か
な
り
大
き
い
よ
う

で
あ
る
。
柳
宗
元

・
劉
禺
錫
と

『
筍
子
』
と
の

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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關
係
に
つ
い
て
は
既
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
レ
、
韓
愈
に
も

「
讀
荷
」
(『韓
昌
黎
文
集
』
巻

一
)
な

る

作
品
が
あ

る
。
「
そ

の

他
、
性

・
情

の
問
題

に
言
及
し
た
文
人
も
か
な
り
お
り
、
楊
椋
の

『
筍
子
注
』
も
、
職
國
末
期
に
も
似
た
中
晩
唐

期
の
時
代
的
要
請
で

あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
中
晩
唐
期
に
お
い
て
、
『
筍
子
』
は
當
時
の
知
識
人
達
が
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
を
含
む
古
典
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
と
幼
少
期
の
不
遇
な
環
境

の
中
で
、
杜
牧
は
、
自
分
自
身
を
も
含
め
た
救
亡
の
道
を

『荷

子
』
の
思
想
に
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更

に
、
次

の

「
論
相
」
な
る
作
品
を
見
る
な
ら
ば
、
杜
牧
が
い
か
に

『筍
子
』
の
思
想
を

重
視
よ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

呂
公
、
善
く
人
を
相
る
。
言
ふ
、
「
女
の
呂
は
後
に
當
に
大
貴
た
る
ぺ
し
。
宜
し
く
以
て
季

(漢
の
高
狙
の
字
)
に
配
す
べ
し
。」
と
。

季
、
後
に
天
子
と
爲
り
、
呂
后
も
復
た
天
下
を
稻
制
し
て
、
呂
氏
の
子
弟
を
王
と
よ
、
悉
く
大
國
を
以
て
す
。
晴
の
文
帝
、
相
工

來
和
の
輩
敷
人
も
亦
た
言
ふ
、
「
當
に
帝
と
爲
る
べ
き
者
。」
と
。
後
に
纂
霧
し
て
、
果
た
よ
て
之
を
得
た
り
。
誠
に
相
法
の
謬
ら

ざ
る
か
な
。
呂
氏
自
ら
構
制
し
、
通
じ
て
后
と
爲
る
こ
と
凡
そ
二
十
餘
年
、
晴
氏
も
笈
よ
り
滅

に
至
る
ま
で
凡
そ
三
十
六
年
間
、

男
女
族
厨
、
殺
滅
せ
ら
れ
て
殆
ど
蓋
く
。
秦
末
に
當
た
り
て
、
呂
氏
は
大
族
な
り
。
周
末
、
楊
氏
は
八
柱
國
と
爲
り
て
、
公
侯
相

襲
ふ
こ
と
久
よ
。

一
旦
、

一
女

一
男
子
の
位
號
を
楡
霧
す
る
を
以
て
、
三
二
十
年
間
な
ら
ず
し
て
、
肚
老
嬰
見
、
皆
其
の
死
を
得

ず
。
知
ら
ず
、

一
女
子
の
、
呂
氏
の
幅
と
爲
れ
る
か
、
禍
と
爲
れ
る
か
、

一
男
子
の
、
楊
氏
の
禍
と
爲
れ
る
か
、
幅
と
爲
れ
る
か

を
。

一
時

の
貴
を
得
て
、
百
世
の
族
を
滅
ぼ
す
は
、
彼
の
相
法
を
知

る
者
、
當
に
日
ふ
べ
し
、
「
此
れ
必
ず
呂
氏

・
楊
氏
の
調
な

り
。
乃
ち
善
く
人
を
相
る
を
爲
す
べ
し
。」
と
。
今

一
指
を
断
ち
て
四
海
を
得
れ
ば
、
凡
そ
人
爲
す
こ
と
を
欲
せ
ず
。
況
ん
や

一

女
子

一
男
子
を
以
て

一
族
に
易
ふ
る
を
や
。
余
、
筍
卿

の

「
非
相
」
を
讀
み
、
因
り
て
呂
氏

・
楊
氏
に
感
じ
、'卿

の
大
儒
た
る
を
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知
る
。
(
『焚
川
文
集
』
巻
五
)

こ
れ
を
見
る
と
、
杜
牧
が

「
卿
の
大
儒
た
る
を
知
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
筍
子
に
か
な
り
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
こ
の
作
品
の
題
を

「
論
相
」
と
銘
打

っ
た
こ
と
自
體
、
『
筍
子
』
中
の

「
非
相
篇
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

る

こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
筍
子
の
科
學
的
な
思
考
態
度
は
、
唯
に
人
閲
観
、
歴
史
観
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
實
生
活
の
上

に
も
押
し
振
め
ら
れ

て
、
人
相
等
で
人
の
將
來
を
豫
言
す
る
こ
と
の
不
合
理
性
を
説

い
て
い
る
が
、
こ
の
水
際
立

っ
た
合
理
的
思
考
が
杜
牧
の
共
感
を
大
い

に
誘

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
『
筍
子
』
に
初
め
て
注
を
施
よ
た
唐
の
楊
椋
は
、
そ
の
序

に
元
和
十
三
年

(八
一
八
)
十
二
月
の
日
付
を
打

っ
て
い
る
。
元
和

十
三
年
と

い
え
ぽ
、
杜
牧
十
六
歳
の
最
も
不
遇
だ

っ
た
と
言
え
る
時
期
で
あ
り
、
彼
が
、
こ
の
楊
慷
の

『
筍
子
』
を
、
晩
唐
と
い
う
時

代
及
び
自
分
自
身

の
境
遇
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
感
銘
深
く
讀
ん
だ
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の

『
筍
子
』
に
注
を

施
し
た
楊
僚
は
、
杜
牧
と
か
な
り
近

い
關
係
に
あ

っ
た
人
物
の
よ
う
で
も
あ
る
。
も

っ
と
も
こ
の
楊
涼
な
る
人
物

に
は
疑
わ
し
い
所
も

あ
り
、
『
唐
書
』
藝
文
志
は
、
こ
の
楊
椋
を
楊
汝
士
の
子
と
し
て

い
る
が
、

一
方
、
同
書
の
宰
相
世
系
表
で
は
、
楊
汝
士
に
三
人
の
子

(
9
)

供
が
お
り
な
が
ら
、
そ
の
中

に
當
の
楊
僚
の
名
は
見
え
な
い
。
よ
か
よ
、
も
し

『
四
庫
提
要
』
で
い
う
よ
う
に
、

こ
の
三
人
の
子
の
う

(
m
)

ち
、

い
ず
れ
か
が

「掠
」
と
名
を
改
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
父
の
楊
汝
士
は
杜
牧
と
同
じ
く
牛
窯
に
與
よ
た
人
で
あ
り
、
從

っ
て
杜
牧

と
楊
僚
と
の
距
離
は
更
に
近
く
な
る
と
い
え
る
。
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七

こ
の
よ
う
に
杜
牧
の
歴
史
観
が
、
か
な
り
客
観
的
な
も

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
人
間
観
も

『
荷
子
』
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る

事
實
を
考
え
る
と
、
彼
が
更
に
魏
の
武
帝
曹
操
を
か
な
り
高
く
評
償
し
て
い
る
こ
と
も
、
蓋
し
當
然
の
成
り
行

き
で
あ

る
と

い
え
よ

う
。杜

牧
が

『
孫
子
』
に
注
を
施
し
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
彼

の

「注
孫
子
序
」

の
終
り
の
部
分
を
見
る
な
ら
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
曹
操

の

『
孫
子
注
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。

(
孫
)
武
の
著
す
所
の
書
、
凡
そ
数
十
萬
言
、
曹
魏

の
武
帝
、
其

の
繁
剰
を
創
り
、
其

の
精
切
を
筆
し
、
凡
そ
十
三
篇
、
成
し
て

一
編
と
爲
す
。
曹
自
ら
序
を
爲
り
、
因
り
て
之
に
注
解
し
て
曰
く
、
「
吾
、
兵
書
職
策
を
讀
む
こ
と
多
し
。
孫
武
深
し
。」
と
。
然

れ
ど
も
其
の
爲
す
所
の
注
解
、
十
に

一
も
釋
か
ず
、
此
れ
は
蓋
し
曹
の
蓋
く
注
解
す
る
能
は
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
予

『魏
志
』

を
尋
ね
、
曹
自
ら
兵
書
十
餘
萬
言
を
作
り
、
諸
將
征
伐
す
る
に
、
皆
新
書
を
以
て
事

に
從
ひ
、
令
に
從
ふ
者

は
剋
捷
し
、
教

に
違

ふ
者
は
貢
敗
す
る
を
見
る
。
意

へ
ら
く
、
「
曹
自
ら
新
書
中
に
於
て
其
の
説
を
馳
蝶

し
そ

、
自
ら

一
家
の
事
業
を
成
し
、
孫
武

の

後

に
随
ひ
て
壼
く
其
の
書
を
解
す
る
を
欲
せ
ず
。
然
ら
ず
ん
ば
、
曹
豊

に
能
は
ざ

る
か
。」
と
。
今
新
書
已

に
亡
び
復
た
知
る
べ

か
ら
ず
。
予
因
り
て
孫
武
の
書
を
取
り
て
其
の
注
を
備

へ
、
曹
の
注
す
る
所
、
亦
た
壷
く
之
を
存
し
、
分
ち
て
上
中
下
三
巻
と
爲

ず
。
(前
掲
)

こ
れ
を
見
る
な
ら
ば
、
杜
牧
が
如
何
に
曹
操
を
高
く
評
債
し
て
い
た
か
が
知
れ
よ
う
。



さ
ら
に
、
又
曹
操
の
臣
下
筍
或
が
、
曹
操
が
魏
公
に
な
ら
ん
と
し
た
こ
と
を
諫
め
て
、
曹
操
の
怒
り
を
か
い
、
爲
に
憂
悶
し
て
亮
じ

た
史
實
に
樹
し
て
、
從
來
、
多
く
の
人
は
、
荷
或
に
同
情
の
念
を
寄
せ
て
い
る
が
、
杜
牧
は

「題
筍
文
若
傳
後
」
(『奨
川
文
集
』
巻
六
)

な
る

一
文

の
中
で

「
(そ
の
當
時
に
お
い
て
)
曹
操
以
外
に
誰
が
天
下
を
取
り
得
た
で
あ
ろ
う

か
」
と
曹
操

を

賞

め
讃
え

て

「文
若

(
筍
或
)
の
死
は
當
然
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
杜
牧
は
、
曹
操
を
高
く
評
債
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

い
っ
た
い
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
観
點
に
立

っ
て
の
評

便
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
そ
れ
を
端
的
に
い
え
ば
、
兵
家
或
い
は
歴
史
家
た
る
に
ふ
さ
わ
よ
い
彼
の
客
観
的
な
合
理
精
神
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
曹
操
が
非
合
理
の
世
界
に
反
擾
し
た
態
度
に
つ
い
て
は
、
井
波
律
子
氏
が
既

に
詳

し
く
述
べ
て
い
る
が
、

例
え
ば
、
曹
操
が
濟
南
に
居
た
時
、
聯
壇
を
壌
し
た
行
動
は
、
杜
牧
が

「塞
慶
井
文
」
(
『奨
川
文
集
』
巻
六
)
の
中
で
、
「
ひ
た
す
ら
奮

、

習
を
墨
守
し
て
枯
れ
た
古
井
戸
を
塞
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
爲
に
人
の
死
を
招
く
」
と
い
い
、
い
わ
れ
な
き
因
習
を
鏡
く
批
剣
し

た
合
理
精
神
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

八

こ
れ
ま
で
私
は
、
杜
牧
の
幼
少
期
に
於
け
る
人
生
観

・
世
界
観
の
攣
革
形
成
に
、
後

の
杜
牧
の
人
間
観

.
歴
史
観
な
ど
全
て
を
包
括

す
る
彼
の
思
想
の
原
點
を
求
め
、
そ
の
人
生
観
の
攣
革
形
成
に
影
響
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
諸
々
の
要
因
と
、
そ

の
人
生
観

.
世
界
観
が

彼
の
言
行
の
ど
の
よ
う
な
面
に
現
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
更
に
検
討
を
加
え
る
な
ら
ば
、
杜
牧
が
杜
佑
、
荷
子

そ
し
て
曹
操
ら
を
か
な
り
強
く
意
識
し
て
い
た
事
實
に
は
、

一
定
の
共
通
項
が
あ

る
と

い
え

る
。
そ
れ
は
、
時

代
の
轄
攣
を
超
越
し

杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)
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中
國
文
學
論
集

第
九
號

た
、
或
い
は
主
観
的
な
も
の
に
全
く
左
右
さ
れ
な
い
徹
底
し
た
合
理
主
義
で
は
な
い
か
と
思
う
。
神
秘
的
な
も

の
は
、
客
観
的
科
學
的

な
思
考
に
依

っ
て
否
定
さ
れ
る
よ
、
因
習
的
形
式
的
な
も
の
は
、
よ
り
現
實
的
合
理
的
な
理
論
に
依

っ
て
押
よ
流
さ
れ
る
。
杜
牧
の
幼

少
期
に
お
け
る
社
會
意
識
や
學
問
的
償
値
観
の
志
向
は
、
も
と
も
と
眞
實
の
探
究
を
翼
う
彼
の
知
的

・
社
會
的
欲
求
の
現
わ
れ
で
あ
る

し
、
そ
れ
を
學
ん
で
い
く
う
ち
に
、
更
に
絶
封
的
な
も
の
に
敏
感
に
反
慮
す
る
彼
の
感
畳
が
研
ぎ
す
ま
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

の
歴
史
を
見
る
目
、
或
い
は
人
間
を
見
る
目
は
、
非
常
に
冷
め
て
い
る
。
そ
れ
故
に
杜
牧
は
、
杜
佑
を
、
荷
子
を
、
そ
し
て
曹
操
を
強

く
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
人
間
に
は
、
全
て
、
よ
り
確
か
な
も
の
へ
と
い
う
上
昇
志
向
が
あ

る
が
、
そ
れ
が
外
に
現

わ
れ
る
形
態
は

一
様
で
は
な
い
。
杜
牧
の
場
合
、
そ
の
債
値
到
断
の
基
準
に
な
る
ス
ケ
ー
ル
を
合
理
主
義
と
い
う
形
に
求
め
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
杜
牧
の
散
文
の
中
で
最
も
高
く
評
贋
さ
れ
て
い
る
論
策
文
は
、
こ
の
合
理
主
義
と
い
う
思
想
的
原
理

に
支
え
ら
れ
て
い
た

と
い
え
る
。

最
後

に
、
杜
牧
の
散
文
を
見
る
な
ら
ば
、
彼
は
古
文
家
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
が

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た

こ
と
と
古
文
家
と
し
て
の
杜
牧
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
相
互
に
納
得
の
い
く
點
が
か
な
り
で
て
き
そ
う

で
あ
る
が
、
杜
牧
の

散
文
が
中
唐
以
後
の
古
文
運
動
史
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
本
論
で
述
べ
た
彼

の
合
理
思
想
と
彼
の

詩
作
態
度
と
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
も
含
め
て
、
今
後
の
私
の
課
題
と
し
た
い
。
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註

(
1
)
杜
牧
の
父
從
郁
の
在
世
中
で
も
、
駕
部
員
外
郎
の
品
階
は
從
六

品
の
上
で
あ
り
、
築
山
治
三
郎
氏
の

『唐
代
政
治
制
度
の
研

究
』
第
五
章
、
第
三
節

「
官
僚

の
俸
緑
と
生
活
」

に
は
、
五
品

を
境

に
俸
給
等
か
な
り
差
別
さ

れ

て

い

た

こ
と

を
述

べ
て
い

る
。



(
2
)
費
衰

は
誤

っ
て

「
守
論
」

を

「罪

言
」

と
し
て
い
る
。

(
3
)
費
衰

の

『
梁

難
漫
志
』

で
は
、
そ
の
後

に

「此

恐
未
必
然

。
藩

鎭
傳

叙
乃
全
用
杜
牧

之
罪
言
耳
。
正
如
項

羽
傳
賛
綴
取
頁
生
過

秦
論

、
故
奇
堀

可
観
而
非
遷
固
之
文

也
」

と
述

べ
、
欧
陽
脩

と

費
蓑

の
意
見

は
同
じ
で
は
な

い
。

(
4
)
杜
佑

の

『
通

典
』

に

つ
い
て
は
、
『
唐
代

の
史
學
思
想
』
(
金
井

之
忠

氏
著

)
中
の

「
政

典
と
通
典
」

及
び
、
『
思
想
概

論
』
(
中

國
文

化
叢
書

)
中
の
加
賀
榮
治
氏

「
歴
史
観
」
等

に
於

て
言
及

さ
れ
て

い
る
。

(
5
)

『管

子
』
(
中
國

古
典
新
書

)
二
二
頁
。

(
6
)

『
唐
代
詩
人
論
』
(
鳳
出
版
)
下
巻

「
杜
牧
」

の
項
。

(
7
)

『
筍
子
』
(
評
論
社
)

一
六
三
頁
。

(
8
)
重
澤
俊
郎
氏

「
柳
宗
元

に
見
え
る
唐
代

の
合
理
主
義
」

(
『
日
本

中
國
學
會
報
』

三
)
。

金
谷
治
氏

「
劉
萬
錫

の
天
論
」
(
『
日
本
中
國
學
會

報
』

二

一
)
。

(
9
)

『
四
庫
全
書
纏
目
提
要
』
子
部
儒
家
類

「
筍
子
」

の
項
。

(
10
)
琴
仲
勉
氏

の

『
晴
唐
史
』
(
高
等
教
育
出
版
社

一
九

五

七
)
四

〇
三
頁

に
は
、
楊
汝
士
を
牛
窯

に
入
れ
て

い
る
。

(
Ⅱ
)

「
曹
操
論
」
(
『
中
國
文
學
報
』

二
三
)
。
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杜
牧
の
散
文
に
つ
い
て

(愛
甲
)


